
 

２０１９年９月３０日 

株式会社ＮＴＴドコモ 

東海旅客鉄道株式会社 

東海道新幹線における５Ｇ無線通信実験について 

株式会社ＮＴＴドコモと東海旅客鉄道株式会社は、東海道新幹線車内における、更なる快適な

モバイル通信環境を実現するための検討の一環としまして、第５世代移動通信方式（以下、「５Ｇ」）

による無線通信実験を実施しました。 

高速で走行する鉄道車内との５Ｇ無線通信を実現するためには、実際の走行環境における基地

局の配置と移動端末への追従性、お客様の実利用シーンにおける周囲の遮へい物の影響など、技

術的に検証すべき事項が多くありました。 

これら技術的検証のため、東海道新幹線沿線に仮設した実験用５Ｇ基地局（以下、「地上基地局」）

と、Ｎ７００Ｓ確認試験車内に搭載した実験用５Ｇ移動端末（以下、「移動端末」）との間の５Ｇ無

線通信実験を行い、高速走行中の実験に成功しましたので、お知らせいたします。 

２００ｋｍ／ｈ以上で走行する高速鉄道車内と、地上との間の５Ｇ無線通信実験の成功は世界

で初めてであり、将来の高速鉄道車内における５Ｇ通信サービスの本格利用に向けた、重要なデ

ータを得ることができました。 

１． ５Ｇ無線通信実験の概要 

（１）実験期間     ２０１９年 ８月２４日（土）～ ９月 ７日（土） 

（２）実験場所     静岡県 富士市内（三島駅 ～ 新富士駅 間） 

（３）使用周波数帯   ２８ＧＨｚ帯 

（４）実験内容（実験システム構成は別紙１参照） 

① ５Ｇ無線データ伝送実験 

・ 地上基地局、移動端末の双方が持つ機能（ビームフォーミング機能、ビーム追従機能）
を駆使した超高速データ伝送 

・ 移動端末が接続する地上基地局（３箇所）を順次切り替える連続ハンドオーバー 

② ５Ｇ無線映像伝送実験 

・ 超高精細の８Ｋ映像コンテンツを、地上基地局から移動端末へ５Ｇを介して高速ダウ
ンロード配信 

・ Ｎ７００Ｓ確認試験車内に設置した４Ｋカメラにより撮影中の車窓映像を、移動端末
から地上基地局へ５Ｇを介してライブ中継 

２．実験結果 

（１）列車走行速度    ２８３ｋｍ／ｈ 

（２）実験内容別の結果【各実験成功は、高速鉄道における５Ｇ実験として全て「世界初」】 

① ５Ｇ無線データ伝送実験 

・ 最大データ伝送速度 １．０ Ｇｂｐｓ以上・・・・・・【成功】 

・ 地上基地局間の連続ハンドオーバー ・・・・・・・・・【成功】 

② ５Ｇ無線映像伝送実験 

・ ８Ｋ映像コンテンツの高速ダウンロード配信 ・・・・・【成功】 

・ ４Ｋ車窓映像のライブ中継 ・・・・・・・・・・・・・【成功】 
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※ https://jr-central.co.jp/news/release/_pdf/000039300.pdf
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